
　

人家周辺や都市公園など開けた環境に

飛来する。ノイバラやピラカンサスの

赤い実や昆虫をよく食べる。よく透る

声で「ヒッ、ヒッ」と鳴く。オスもメ

スも羽の白斑から「紋付鳥」と呼ばれる。

林縁部の沢など薄暗い環境で単独で生活

する。昆虫や果実等を食べる。オスが青

くなるには３年かかる。オスもメスも脇

はオレンジ色で、腹面は白く、尾羽は青

い。林の中で「ヒッ、ヒッ」と鳴く。

林縁や河川敷などに飛来する。草の種子

やヤナギの芽を食べる。「フィッフィッ」

と弱く小さい声で鳴く。オスメスとも

肩に白帯がある。写真の若オスはまだ

赤みが少ない。

冬鳥としてシベリア方面から飛来する

が、年により飛来数が大きく変化し、

全く見られない年や、市街地でも群れ

に遭遇する年もある。アキニレやイヌ

シデの種子を食べる。カワラヒワやマ

ヒワの群れに混ざることもある。喉と

胸、脇腹は橙色である。

スズメより小さい。ハンノキの実を好

み大きな群れになる。年により飛来数

が大きく変化し、体の色の似ているカ

ワラヒワと一緒にいることもある。種

子、芽などを食べる。群れで採餌するが、

鳴かないため気づきにくい。

山間部の開けた場所で、群れで生活す

る。県内では年々記録が減っている。

体色は、赤というよりは小豆色に近い。

地上でイネ科植物の種子などを食べる。

銚子市や富津市等で観察記録がある。

　　　　　　千葉県 RDB: C 要保護生物

秋の深まりとともに、冬の到来を告げる鳥がやってきました　
　秋が深まってくると、大陸から日本で越冬するために渡って来る鳥 (冬鳥 )や、夏には標高の高い山で繁殖していた

鳥たち (漂鳥 )が里へおりてきて、身近で観察できます。観察者に人気の高い、色のきれいな小鳥たちを紹介します。

　生きものを観察する際は、餌付けをしない、驚かせない、観察地の人へ迷惑をかけないなどのマナーを守りましょう

　きれいな色の冬鳥たち　ジョウビタキ、ルリビタキはヒタキ科。他の鳥はアトリ科です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「a0***」は写真撮影者の調査団員番号、「BDC」は当センター職員が撮影
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　　最新の生物多様性に関する情報、各種講習会の情報　は、当センターと調査団のホームページをご覧ください 
　　「調査団」http://www.bdcchiba.jp/monitor/index.html と「生物多様性センター」http://www.bdcchiba.jp/



　 葉が落ちた林で観察できるキツツキの仲間　枯れた樹に穴を開けて虫を食べ、嘴で木を連続して叩くドラミングを行なう。

　　　　
　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　これからの季節に観察できる生きもの ： 調査対象は、 カワセミ、 オオバン、 ミヤコドリ、 ミノムシ

　＊調査対象種以外の報告 （猛禽類、 冬鳥のカモ類など）　には、 判別するために必ず写真を添付願います。

　＊希少生物 （生息 ・生育数が減少している生物） や外来生物 （特定外来生物 ・要注意外来生物） の情報も、　　

　　　集めています。

スズメくらいの大きさ。都市部の林

でも見られる。灰褐色の体にクロと

白のまだら模様の羽色である。シ

ジュウカラなどのカラ類の混群と一

緒に行動している。「ギィー」と小

さく鳴きながら移動し、昆虫や実を

食べる。

ムクドリくらいの大きさ。湿地のハ

ンノキ林や雑木林が連続している環

境を好む。「キョッ、キョッ」と連

続して鳴くため、声をたよりに探す。

頭部と中央尾羽は黒色、お腹の下部

は紅色、胸から腹は白く模様が無い。

千葉県 RDB: C 要保護生物

日本固有種。県内では冬季に観察さ

れる。ヒヨドリより大きく黄緑色

の背中が目立つ。「ピョッ、キャッ」

とアカゲラによく似た声で鳴くが、

声だけでは判別は難しい。山林を好

み低地では少ない。

千葉県 RDB: C 要保護生物

　ニホンマムシ、ヤマカガシ、アオダイショウ、シマヘビは、全身が黒い変異個体も確認されています。

　県内では他に「シマヘビ (C)」「シロマダラ (B)」「ヒバカリ (D)」「ジムグリ (B)」が生息していますが、毒はありません。種名の後の（英

文字）は、千葉県レッドデータブック（RDB）のカテゴリーです。　

　蛇にかまれた場合は、すぐに病院へ行きましょう。咬んだヘビの特徴も覚えておきましょう。

　（参考）毒ヘビの特徴は、「ジャパンスネークセンター／㈶日本蛇族学術研究所」のウェッブサイトに詳しく書かれています。

　http://snake-center.com/library/venomous.php

県内では 2011 年に初めて確認され

た。ヒヨドリより大きく、アカゲラ

に体色が似ているが、胸から腹に縦

斑がある。標高のやや高い地域に生

息しているため、県内には迷鳥とし

てきた可能性がある。

　マムシでしょうか？との問合せが多くありました。ヘビは、カエルやネズミや鳥のヒナ・卵を食べます。

体色は褐色または赤褐色である。目を横切

る茶色い線と背中にある銭形紋 ( 穴あき銭

型 ) が特徴的な日本では代表的な毒蛇であ

る。生息地により体色に変化がある。ネズ

ミ等を補食する。卵胎生のへビであり、子

へビを産む。噛まれると危険である。

千葉県 RDB: B 重要保護生物

後頭部の黄色と側面のオレンジのまだら模

様が鮮やかである。水辺にカエルを食べに

くることが多い。色素変異で赤味の無い個

体や真っ黒な個体も希に見られる。奥の牙

には毒があるため深く噛まれた場合は危険

である。

千葉県 RDB: D 一般保護生物

体色はくすんだ灰緑色であるが、色の変異

も多い、幼蛇ははしご状の横縞がありマム

シに間違われることがある。体長 100cm を

越えるヘビも多い。山地森林から平地の人

家周辺にも生息する。千葉県 RDB: D 一般保

護生物


